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こ
ど
も
ク
ラ
ブ
職
員
の
登
録

制
度

　

こ
ど
も
ク
ラ
ブ
の
児
童
の
安
全

管
理
・
生
活
指
導
を
し
て
い
た
だ

け
る
方
の
登
録
を
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

▼
対
象
＝
保
育
士
資
格
ま
た
は
教

諭
免
許
状
（
幼
・
小
・
中
・
高
等

学
校
な
ど
）
を
お
持
ち
の
65
歳
未

満
の
方　

※
資
格
が
な
い
方
も
申

し
込
み
可　

▼
勤
務
場
所
＝
市
内
の
各
こ
ど
も

ク
ラ
ブ　

▼
勤
務
時
間
＝
１
日
５
時
間
程
度

（
学
校
休
業
日
は
６
時
間
程
度
）

▼
申
込
＝
佐
野
市
こ
ど
も
ク
ラ
ブ

職
員
登
録
票
（
写
真
貼
付
）、
免

許
状
等
の
写
し
（
資
格
が
あ
る
方
）

を
添
え
て
、
こ
ど
も
課（
２
階
）へ

〒
３
２
７
‐
８
５
０
１

（
住
所
不
要
）
こ
ど
も
課

※
登
録
票
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

■
問
合
せ
＝
同
課
☎

（２０）
３
０
２
３

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

前
納（
前
払
い
）が
お
得
で
す

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
６
カ
月
・

１
年
・
２
年
分
な
ど
、
前
納
す
る

と
割
引
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
前
納
の
初
回
取
扱

い
は
、
５
月
１
日
と
な
り
ま
す
。

　

口
座
振
替
を
希
望
す
る
場
合

は
、
事
前
の
手
続
き
が
必
要
で

す
。
金
融
機
関
な
ど
に
あ
る
専
用

の
申
込
用
紙
を
記
入
し
、
金
融
機

関
ま
た
は
栃
木
年
金
事
務
所
へ
提

出（
郵
送
可
）し
て
く
だ
さ
い
。

※
４
月
に
前
納
す
る
た
め
の
提
出

期
限
は
２
月
末
日
で
す
の
で
、
手

続
き
は
お
早
め
に
お
願
い
し
ま

す
。

■
問
合
せ
＝
栃
木
年
金
事
務
所

☎
０
２
８
２

（２２）
６
０
７
４

天明鋳物をＰＲ 地域おこし協力隊員・大塚由香里さん　

■

問合せ＝文化振興課☎（２０）３０４４

　１月１日付けで、天明鋳物をＰＲするために、本市４人目の「地域おこし協力隊員」として大塚由香里

さんが任命されました。旧藤岡町（現・栃木市藤岡町）の出身で、昨年まで東京のアパレルメーカーで勤務

されていました。これから３年間、大塚さんには会社員時代に携わった写真の撮影技術や、インターネッ

ト通信販売サイト運営の経験を活かして、長い歴史と高い技術を有する天明鋳物の作品や担い手である

鋳
い も じ

物師とその技術など、天明鋳物にさまざまな角度から焦点をあて、全国に発信してもらいます。

　これから、天明鋳物とともに大塚さんもピカピカに磨かれて輝くことでしょう。大塚さんの今後の活躍

にご期待ください。

〜大塚さんから一言〜

　これまで経験してきたことを地元で活かしたいと考えていた時に

天明鋳物と出会いました。

　唯一無二の高い技術力、格式高い歴史を活かして、現代のニーズ

にあった天明鋳物を全国にご紹介したいと思っております。まだま

だ学ぶことがたくさんありますが、新しい提案をして「面白いこと

やってるね」と注目していただけるよう努力していきたいです。

感謝

入れ歯デンタルクリニック
佐野市植野町2000-1
0283-27-2518

 お蔭様で入れ歯治療のみで
 やらせて頂いております。

ヤマハ音楽教室・英語教室
       の入会受付中！！

ヤマハ音楽教室・英語教室
       の入会受付中！！春春

１歳のお子様から大人の方まで年齢に合った細かいコース設定で無理なく楽しく学べます♪
音楽も英語もヤマハで始めてみませんか？ぜひ無料体験レッスンにご参加ください！

２月末まで入会金半額キャンペーン実施中！！
（入会金5,400円⇒2,700円）

オンダ楽器 ハーモニープラザ佐野市浅沼町861
TEL0283-23-0682

（営業時間10：00～19：00※月曜定休）http://www.ondagakki.com

【割引額比較表】 ６カ月 1年 ２年
６カ月分（現金） 790	 1,580	 3,180	
６カ月分（口座） 1,110	 2,220	 4,460	
１年分（現金） 3,460	 6,970	
１年分（口座） 4,090	 8,240	
２年分（口座） 15,690	

（例）６カ月分を現金で６カ月分納付した場合６カ月分保険

料に対する割引額は７９０円です。（上記は平成２８年度

の割引額です。平成２９年度の割引額は今後決定します。）
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皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

■
問
合
せ
＝
文
化
財
課

☎
（６１）
１
１
７
７

地
震
に
強
い
安
全
な
住
ま
い

づ
く
り
を
応
援
し
ま
す
！

　

市
で
は
地
震
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
昭
和
56
年

５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
た
木

造
住
宅
の
耐
震
診
断
や
耐
震
改
修

工
事
の
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て

い
ま
す
。

※
事
前
に
市
へ
申
請
を
し
て
か
ら

実
施
し
た
も
の
に
限
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▼
耐
震
診
断
補
助
＝

診
断
費
用
の
３
分
の
２（
上
限

２
万
円
）

補
強
計
画
策
定
費
用
の
３
分
の
２

（
上
限
８
万
円
）

耐
震
診
断
と
補
強
計
画
策
定
費
用

の
３
分
の
２
（
上
限
10
万
円
）

▼
耐
震
改
修
補
助
＝
改
修
費
用
の

２
分
の
１
（
上
限
80
万
円
）

※
耐
震
改
修
に
は
事
前
に
補
強
計

画
を
含
む
耐
震
診
断
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

■
問
合
せ
＝
建
築
指
導
課

☎
（２０）
３
１
０
４

国
登
録
有
形
文
化
財
に
登
録

　

登
録
有
形
文
化
財
と
は
、
平
成

８
年
に
発
足
し
た
制
度
に
よ
る
も

の
で
、
築
後
50
年
を
経
過
し
、
一

定
の
評
価
を
得
た
歴
史
的
建
造
物

を
文
化
財
に
登
録
し
、
保
存
や
活

用
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

平
成
28
年
11
月
29
日
付
け
で
、

佐
野
市
田
島
町
に
所
在
す
る
島
田

家
が
営
む
「
第
一
酒
造
」
の
６
件

が
国
登
録
有
形
文
化
財
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
ら
は
江
戸
末
期
か
ら

明
治
期
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、

伝
統
あ
る
造
酒
屋
の
敷
地
景
観
を

今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

　

佐
野
市
で
は
3
件
目
の
登
録
文

化
財
で
す
。

宅
地
内
の
漏
水
に
ご
注
意
く

だ
さ
い

　

寒
い
季
節
の
凍
結
や
給
水
管
の

老
朽
化
に
伴
う
宅
地
内
の
漏
水
が

増
え
て
い
ま
す
。

　

検
針
員
が
検
針
し
た
際
に
、
異

常
な
使
用
水
量
を
発
見
し
た
場
合

は
、「
検
針
票
」に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

印
字
し
て
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す

が
、
月
に
１
回
程
度
は
宅
地
内
の

漏
水
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

宅
地
内
の
漏
水
を
調
べ
る
に

は
、

①
家
中
の
蛇
口
を
全
部
閉
め
て

メ
ー
タ
ー
器
の
動
き
を
見
る 

②

メ
ー
タ
ー
器
の「
パ
イ
ロ
ッ
ト（
銀

色
）」（
左
写
真
）
が
回
っ
て
い
る

場
合
は
、
漏
水
の
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
市
指
定
給
水
装
置
工
事
事

業
者
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
＝
水
道
局
総
務
課

☎
（２２）
１
６
９
６

佐野市民病院の民設民営化についての説明会を開催しました

　市では、昨年、佐野市民病院の経営形態について、現在の指定管理期間が満了する平成３０年３月末以後

「民設民営」の方向性を決定し、この方向性について政策審議会で審議していただきました。

　政策審議会では市の方向性について「おおむね理解する」という答申をいただき、周知を図るよう意見を

いただきました。これを受け、市民病院管理課では、１月に市内４地区で説明会を開催しました。

　説明会では、佐野市民病院の現状説明や民設民営の方針を決定した経緯、今後のスケジュールについて説

明し、「指定管理期間満了後も市民病院を存続させること」、「経営形態を民設民営とすることで、より効率

的な運営が行え、持続可能な病院を目指していくこと」をお伝えしました。

　参加した方からは、病院の存続を要望される声や、さらなるサービスの向上

を求める声、旧棟の早期建替えを希望される声、民営化に対する不安、慎重な

対応を望む声など多数の意見をいただきました。市ではこうした意見を真摯に

受け止め、医療サービスの低下を招かぬよう努めていきます。

　今後もこのことについての進捗状況を随時お知らせし、佐野市民病院が皆さんの安全安心を守り、信頼さ

れる医療機関となるよう努力していきます。
■

問合せ＝市民病院管理課☎（２０）３８１３


